
 

 

 

当社の旅費規程は、制定から３７年あまりが経過しており、昨今の交通事情や経済状況と乖離

が生じつつありました。そこで、これまでの日当等の支給基準から実態に応じた実費基準での支給

へと見直すことで、昨今の物価高騰による社員の負担軽減に応えていきます。また当社の広大な

業務ネットワークを運営するにあたり、各勤務箇所相互間での社員の助勤は大きな機動力となって

いますが、より実態に即した「助勤費」にリニューアルする等、乗務従事社員の旅費や諸手当改善を

あわせて改正される予定であり、乗務員勤務に関係するところを抜粋して紹介します。 

 

 

 

（１）助勤旅費における日当・宿泊料等の見直し（廃止）及び助勤費の新設 

種別 

（中分類） 

旅費の種別 

（小分類） 

日額支給額 

（現行） 

日額支給額 

（2025,07改正） 

日当 

所管内 

（所属支店内での乗務） 
300円 【廃止】 

所管外 

（所属支店外での乗務） 
470円 500円 

宿泊 

宿舎宿泊料 4,000円 【廃止】 

その他宿泊料 

（新城宿泊等） 
770円 800円（1泊あたり） 

 

○宿舎宿泊料に関しては該当箇所が無い為廃止。業務上ホテル等に宿泊する場合は、出張・研修の宿泊料

として宿舎宿泊料（11,000円）より支給する。その他宿泊料との併給はなし。 

 

例：東京・新城支店以外の乗務員が夜行臨時 ABC行路を勤務した場合。 

（日額助勤費 500円×3日）＋（宿泊加算 800円×2泊）＝3,100円 

※あくまで臨時便運行に助勤対応した場合での支給額であり、自箇所でのネットワーク行路ではこの額ではない！ 
 

○その２へ続く→ 
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〜 乗 務 員 編 ① 〜



 

 

 

 

 

 

 

（２）乗務員の旅費及びその他乗務旅費における日当・宿泊料等の見直し（廃止） 

種別 

（大分類） 

旅費の種別 

（中分類・小分類） 

日額支給額 

（現行） 

日額支給額 

（2025,07改正） 

乗務員の旅費 

日当 300円  

【廃止】 

 

えっ！？ 

宿泊料 4,000円 

その他乗務の 

旅費 

日当 300円 

宿泊料（宿舎宿泊料） 4,000円 

宿泊料（その他宿泊） 770円 

 

○会社認識 

※1 日あたりの実乗務時間 6 時間と仮定すれば、廃止となる乗務旅費￥300/日額と同程度の乗務員手当の加算となる。 

 

乗務員手当の種類 

（中分類） 

乗務員手当の種類 

（小分類） 
現行支給額 改正後支給額 差額 

時間額 基礎額 実乗務 1時間あたり 270円 実乗務 1時間あたり 320円 ＋50円/時間 
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